
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和03年02月22日

計画の名称 新宿駅周辺整備

計画の期間   平成２７年度 ～   平成３１年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 新宿区,東京都

計画の目標 　当地区については、東京都において副都心として位置づけられ、その中心となる新宿駅は、JR線や地下鉄、私鉄線と様々な列車が乗り入れ、一日の乗降客数が340万人を越える日本有数の交通結節拠点となっている。新宿駅西口・東口及び南

口地区において業務・商業機能の集積、立地が進み、歩行者流動が大きく変化しているが、東西の連絡は鉄道により分断されている。このため、集積した機能相互の連絡が求められている。

　こうした中、東西自由通路の整備を中心とした新宿駅周辺整備により、歩行者の回遊性の向上、良好な歩行者ネットワークの形成、新宿の街の活性化を目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               4,871  Ａ               4,871  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H27当初） （H29末） （事業完了時）

   1 快適な歩行者空間の充実と回遊性の向上を図り、新宿の街の活性化に貢献する。

新宿駅の一日の乗降客数を維持する。 340万人 万人 340万人

鉄道で分断された東西の連絡を、自由通路整備によって利便性を向上させることで、事業完了時においても現況の乗降客数を維持する。

   2 快適な歩行者空間の充実と回遊性の向上を図り、新宿の街の活性化に貢献する。

自由通路整備により、東西の移動距離が短縮されることによる利便性向上の効果目標として、移動時間の減少分を現況の50％とする。 0％ ％ 50％

【現況：地下連絡通路(メトロプロムナード)利用　　目標：東西自由通路利用（自由通路出入口を始終点と設定）】

   3 快適な歩行者空間の充実と回遊性の向上を図り、新宿の街の活性化に貢献する。

新宿駅前広場再整備計画(案)により、駅周辺でのまちづくり等の計画策定を誘導する。 0計画 計画 1計画

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000274514



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

市街地整備事業

A13-001

都市交通 一般 新宿区 間接 ＪＲ東日本 － － 新宿駅東西自由通路整備

事業

幅員約25ｍ、延長約100ｍ 新宿区  ■       4,782 －

A13-002

都市交通 一般 東京都 直接 東京都 － － 新宿駅前広場再整備計画

策定調査

新宿駅前広場再整備計画（案

）の策定

新宿区  ■  ■  ■  ■  ■          89 －

 小計       4,871

合計       4,871

1 案件番号：  0000274514



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

東京都内部にて実施
事後評価の実施体制

0000274514案件番号：

令和2年度

ホームページに閲覧先を記載

（指標１：新宿駅の乗降客数）
・自由通路整備事業はR5年度まで続くため，事業完了後の効果の発現は計れない。
（指標２：移動時間の減少分）
・東西自由通路の整備により，整備前に新宿駅西口から東口間の最短経路であった地下連絡通路を利用した場合に比べ移動距離
が短縮されたため，移動時間も減少して目標を達成した。また整備前に必要があった階段による上下移動もなくなり，歩行者の
円滑な移動が実現された。
（指標３：新宿駅周辺でのまちづくり等の計画策定）
・平成30年3月に行政及び鉄道事業者が連携して取り組む具体的な整備内容を示した「新宿の拠点再整備方針」を策定した。
・令和元年12月に新宿駅直近地区の都市基盤等について都市計画決定された。

・鉄道施設，公共施設，駅ビル等が一体となった新宿グランドターミナルのコンセプトを基に新宿駅直近地区の都市基盤等の整
備方針を策定した。
・周辺の民間開発と連携した東西駅前広場及び接続する街路の再整備検討を行うことにより，新宿駅の交通結節機能の改善・強
化と合わせ，新宿駅周辺地域の都市再生の強化が見込まれる。
・東西自由通路の整備により鉄道による東西の分断が緩和され，新宿駅周辺の回遊性向上及び良好な歩行者ネットワークの形成
に繋がった。

・駅前広場再整備計画については，引き続き関係者と調整を図りながら深度化していく。
・自由通路整備事業は令和元年度以降も補助制度において，引き続き事業を推進していくため事業終了時に効果の発現を確認する。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

新宿駅1日平均乗降客数

最　終
目標値

340万人
自由通路整備事業はR5年度まで続くため，効果の発現は計れない。

最　終
万人

実績値

 2

移動時間の減少率

最　終
目標値

50％
東西自由通路の整備により従前277.7mだった東西の移動距離が126.2mになったため。

最　終
55％

実績値

 3

新宿駅周辺での街づくり等の計画策定

最　終
目標値

1計画

最　終
1計画

実績値

1 案件番号：0000274514



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 新宿駅周辺整備

計画の期間 平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 東京都・新宿区交付対象

新宿駅

JR中央線

JR山手線

青梅街道
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西口
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A-2新宿駅前広場再整備計画策定調査

A-1新宿駅東西自由通路整備事業


